
被害防止状況

１ 百貨店等騙り
市（区）役所職員を騙り、「保険料（医療費）の

還付金があります。お手持ちのカードでは入金

手続きができません。こちらで変更の手続をする

のでキャッシュカードの暗証番号を教えて下さい。

担当者が自宅までカードを預かりに行きます。」等

と嘘を言ってキャッシュカードをだまし取る。

２ 還付金等名目

百貨店、家電量販店の店員を騙り、「あなたの

クレジットカードが悪用されています。」又は

銀行員、銀行協会職員を騙り、「カードが悪用され

ないよう処理します。 暗証番号を教えて下さい。」

「担当者が今からカードを取りに行きます。」等と嘘

を言って、キャッシュカードをだまし取る。

○ キャッシュカード手交型の主な手口

キャッシュカード手交型認知状況

注意：当数値は、手集計によるもので正式な統計ではない。

６５歳以上の高齢者の割合
○ 特殊詐欺全体 ８５％（うち、男性１７％、女性８３％）

○ オレオレ詐欺 ９９％（うち、男性１２％、女性８８％）

○ 架空請求詐欺 ５８％（うち、男性２４％、女性７６％）

○ 還付金等詐欺 ９１％（うち、男性３６％、女性６４％）

性別の割合
○ 特殊詐欺全体 男性２０％（３３３人）、女性８０％（１，２９１人）

被害者年齢・性別分布

大阪府内における特殊詐欺の現状(平成30年12月末現在：暫定値) 資 料１－１
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被害者年齢・性別分布（平成30年12月末）

【月別推移】

自らの看破等による
被害防止件数 254 566 611 780 686 584 622 446 677 1,219 1,197 886 8,528

未然防止件数
（第三者によるもの） 106 136 132 123 130 87 118 83 152 158 175 140 1,540

※　各件数は、特殊詐欺対策室において把握した事案について計上（被害届出（未遂、既遂）、相談、情報提供、金融機関からの報告等）

※　自らの看破による被害防止件数は、詐欺の欺罔電話等を自ら看破し被害を未然に防止した件数（警察に申告があった件数）

※　第三者による未然防止件数は、詐欺の欺罔電話等に対し、第三者の介入により被害を未然に防止した件数
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